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　　　　　　　　　　議　事　の　経　過

　　　　　　　　　　◎開会及び開議

○議長　　おはようございます。定刻でございます。

　　全議員の出席を見ております。
　　これより本日の会議を開きます。（午前１０時００分）
　　　　　　　　　　◎議案第45号の審議（説明・質疑・討論・採決）
○議長　　日程第１、議案第45号、職員の給与に関する条例の一部を改正する条例を議題といたします。

　　説明を求めます。総務課長。
　　　　　　　　　　（総務課長、議案書により説明）

○議長　　説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませんか。五十嵐健二君。
○３番　　ちょっと確認したいんですけれども、これ勤務１時間当たりの給与の算出という項目の中に入っているわけですけれども、そうすると課長も言われたように割増し料金という形になるわけですね。給料に寒冷地手当が１時間幾らでの割増し料金つくという形で表現されるというふうに理解してよろしいですか。
○議長　　総務課長。
○総務課長　　ご指摘のとおりでございまして、１時間当たりの給与を算出いたしまして、例えば超過勤務であれば、時間が勤務後10時までの間であれば25％割引になるというところの１時間当たりの算出額にこの寒冷地手当分も含めますと、単純に例を申し上げますと、30万円の給与月額の職員、こちら計算でございますが、こちらが１時間当たりの基礎額というものが2,047円となっております。これに寒冷地手当、例えば寒冷地手当は職員のケースにより変わりますけれども、世帯主及び扶養がいる場合というところで一番最高額でございますと、月額２万円程度となっております。こちらを超えますということになりますと、１時間当たり128円がプラスになるということでございます。
○議長　　ほかに質疑ありませんか。

　　　　　　　　　　（質疑なし）
○議長　　質疑なしと認めます。
　　討論に入ります。討論はありませんか。
　　　　　　　　　　（討論なし）
○議長　　討論を終わります。
　　これより、議案第45号、職員の給与に関する条例の一部を改正する条例を採決いたします。
　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。
　　　　　　　　　　（異議なし）
○議長　　ご異議なしと認めます。
　　よって、議案第45号は、原案のとおり可決されました。
　　　　　　　　　　◎議案第46号の審議（説明・質疑・討論・採決）
○議長　　日程第２、議案第46号、令和５年度三島町一般会計補正予算を議題といたします。
　　説明を求めます。総務課長。
　　　　　　　　　　（総務課長、議案書により説明）

○議長　　説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませんか。菅家三吉君。
○７番　　消防費の工事請負費に1,999万円の宮下班のポンプ車庫の整備と名入班の積載車旧車庫解体、この内訳を教えてください。
○議長　　総務課長。
○総務課長　　まず、宮下消防団のポンプ車庫の解体工事に関する部分でございますが、こちら現ポンプ車の解体につきましては100万円ほどを見込んでございます。
　　それから、新たに整備します今現在考えております旧米小沢住宅のところ、そこの解体につきましても500万円を見込んでございます。そして、新たに整備する分として2,200万円を見込んでいるところでございます。
　　それから、名入班のポンプ積載車の旧車庫につきましても100万円程度を見込んでいるという内容でございます。

○議長　　ほかに質疑ありませんか。大竹克昌君。
○８番　　歳出の緊急配送用ローリー購入、1,000万円とあります。納期が間に合わないため減額となっていますが、このローリー、納期が間に合わないということは注文をしてあるということですか。
○議長　　地域政策課長。
○地域政策課長　　注文する前に、各メーカーにちょっと確認してみたところ、今年11月にベース車両、２トントラックのモデルチェンジがあって、物がないという状況が判明して、発注のあれはしていないです。
○議長　　大竹克昌君。
○８番　　今現在の灯油の配送用ローリー、これは、今年の冬は動けるやつがあるんですよね。

○議長　　地域政策課長。
○地域政策課長　　今、灯油のローリーは動けるやつあります。
○議長　　ほかに質疑ありませんか。五十嵐健二君。
○３番　　９ページの社会福祉総務費、いわゆる緊急支援事業のコロナのこちらでいうと　８００万ですか、それのやつなんですけれども、緊急手当、職員の手当、事務委託料、そして交付金ですか、それ合わせて823万3,000円というふうに、前の全員協議会で説明を受けました。それで、ちょっと聞きたいのは、委託料のシステム改修等というところで62万9,000円の金額が入っているんですけれども、この中身というか内容についてちょっとお聞きしたいんですけれども。
○議長　　町民課長。
○町民課長　　こちらのシステム改修につきましては、今年度の住民税非課税世帯、または急変された世帯というものについての抽出する作業に当たりまして、電算システムのプログラムを入れる内容になっております。
○議長　　五十嵐健二君。
○３番　　そうしますと、こういったことがまた出てくれば、また委託料という形で、このシステム改修というのが必要になってくるということですか。
○議長　　町民課長。
○町民課長　　今現在のところ、議員ご指摘のとおりでございます。
○議長　　ほかに質疑ありませんか。大竹克昌君。
○８番　　今の電気・ガス・食料品等の高騰緊急支援事業ということで750万円ですが、いま一度、町民にどのように支援事業として、この事業がなされるのか説明をお願いいたします。
○議長　　町民課長。
○町民課長　　こちらの事業については、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を用いまして、内容と趣旨としましては、エネルギー・食料品価格等の物価高騰の影響を受けた世帯に対して支援するということで、低所得者世帯に対する支援ということで、１世帯３万円を支給するというものになっております。
○議長　　大竹克昌君。
○８番　　その３万円は、現金でよろしいですか。
○議長　　町民課長。
○町民課長　　現金給付で行いたいと思います。
○議長　　ほかに質疑ありませんか。五十嵐健二君。
○３番　　今の話の続きなんですけれども、これ、いわゆる緊急支援という名前を使っている以上、やっぱりスピーディーにやるというのが、やはり必要なのかなとは思うんですけれども、これ、もっと早くできなかったのかなというふうに考えるんですけれども、やっぱりこれはあれですか、国からの交付ですか、それの影響で、今のような時期になってきたのか、どうなのか。
　　それと、システム改修ということに対しては、どのぐらいの時間がかかって、大体いつ頃から交付が始まるのか、その辺のところ、お願いしたいと思います。
○議長　　町民課長。
○町民課長　　こちらのほうの、まず内容ですが、国のほうからの地方創生交付金の最初に町のほうに充当されるものについては、昨年、もうこの緊急事業を行った部分に対しての実績に伴った７割程度の金額が、町のほうに財源充当されていました。
　　今回、税の確定というのは６月ですので、６月以降の数字を算定した今回の低所得者世帯という形になりますので、この時期が無難なのかなというふうに思っております。
　　また、物価高騰という形になりますので、夏場支給よりは、やはりこれからお金のかかる秋冬にかける準備として、ぜひ使用していただきたいという形がありまして、今回の９月補正を計上させていただきました考えであります。
　　また、システム改修につきましては、予算等が可決されましたら、すぐにでも作業開始という形になりますので、１か月もかからないでシステム改修はできるのかなと思っております。
　　交付予定でございますが、これから議会可決されましたら、速やかに交付確定する準備を行いまして、遅くても10月下旬から11月上旬には支給していくような対応を取っていきたいなというふうに思っております。
○議長　　ほかに質疑ありませんか。

　　　　　　　　　　（質疑なし）
○議長　　質疑なしと認めます。

　　討論に入ります。討論ありませんか。

　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論を終わります。

　　これより、議案第46号、令和５年度三島町一般会計補正予算を採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。
　　よって、議案第46号は原案のとおり可決されました。
　　　　　　　　　　◎議案第47号の審議（説明・質疑・討論・採決）
○議長　　日程第３、議案第47号、令和５年度三島町簡易水道事業特別会計補正予算を議題といたします。
　　説明を求めます。産業建設課長。

　　　　　　　　　　（産業建設課長、議案書により説明）
○議長　　説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませんか。（「ちょっとよろしいですか、すみません」の声あり）五十嵐健二君。
○３番　　説明が、私、聞いた覚えがないんですけれども、町債で過疎対策事業債が全て簡易水道事業債のほうに移行したというのは、特別何か理由があるんですか。
○議長　　産業建設課長。
○産業建設課長　　過疎債の枠というものが決まっておりまして、この先、過疎債を望むのもなかなか難しいということで、利率は違いますが、簡易水道事業債のほうへの借換えという形になります。
○議長　　五十嵐健二君。
○３番　　その過疎債が難しいというのは、これから公営企業に移行していくので難しくなるというふうに捉えていいわけですか。そうではなくて。
○議長　　産業建設課長。
○産業建設課長　　特段簡易水道、そちらのほうとは関係なく、過疎債の枠の限度があるということで、こちらのほうに借換え、簡易水道事業債のほうに借換えするものでございます。
○議長　　ほかに質疑ありませんか。大竹克昌君。
○８番　　すみません、私もちょっと聞きたいことがございまして、給水用タンク１基というのは、飲み水を運ぶタンクでよろしいんですよね。
○議長　　産業建設課長。
○産業建設課長　　お見込みのとおりでございます。
○議長　　大竹克昌君。
○８番　　それは、今まで運んでいたやつが穴空いたとかなんかで購入するということでよろしいんですね。
○議長　　産業建設課長。
○産業建設課長　　特にそういうことではございませんで、やはり今年こういう渇水傾向等もございますし、緊急時、災害等もございます。そういった際に、速やかに対処できるように、給水活動できるようにということでの備品購入と考えてございます。
○議長　　大竹克昌君。
○８番　　単純に今年の夏、桧原地区において毎日のように飲み水を運んでおられました。ああいう形で、桧原地区１つだけでも間に合わなかったということですか。
○議長　　産業建設課長。
○産業建設課長　　常時、１回につき２トンほど運んでいたんですが、やはり夏場等ですと使用量がやはり増えますので、そういったことも見込みまして、今後、様々な対策に使えるようにということも併せての購入ということでございます。
○議長　　ほかに質疑ありませんか。
　　　　　　　　　　（質疑なし）

○議長　　質疑なしと認めます。

　　討論に入ります。討論ありませんか。

　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論を終わります。

　　これより、議案第47号、令和５年度三島町簡易水道事業特別会計補正予算を採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。
　　よって、議案第47号は、原案のとおり可決されました。

　　　　　　　　　　◎議案第48号の審議（説明・質疑・討論・採決）

○議長　　日程第４、議案第48号、令和５年度三島町農業集落排水事業特別会計補正予算を議題といたします。

　　説明を求めます。産業建設課長。

　　　　　　　　　　（産業建設課長、議案書により説明）

○議長　　説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませんか。（「よろしいですか」の声あり）五十嵐健二君。
○３番　　先ほどの簡易水道と同じように、まず町債のほうが農業集落排水事業債のほうに移行しているわけですけれども、これ限度額というのは、どのぐらいの金額なの。限度額の問題なんですか、これ。
○議長　　総務課長。
○総務課長　　過疎対策事業債につきましては、一般会計も過疎対策事業債も同じ枠でございます。そういった関係上、今回、一般会計のほうで３億を超えてございまして、国からの配分もありまして、一律20％減ということで示されております。そういったことから、もし申請しても、つかないとなると、財源に不足を生じるということから、今のうちに確実なものとして、こういった公営事業債のほうに借換えするものでございます。
　　この公営事業債になぜ借換えするかということにつきましては、過疎債のほうが、いわゆる交付税算入が有利でございまして、70％、交付税算入です。簡易水道事業債ですと55％、農業集落排水事業債ですと44％ということになっておりまして、過疎債優位でありますが、借りられないという状況にならないために、あらかじめ確実な公営事業債のほうに借換えをするというところでございます。
○議長　　五十嵐健二君。
○３番　　一般のほうのやっぱり借入れが大きいので、こっちのほう少なくする、限度額が、できるだけこちらを移行するような形なんでしょうけれども、利用するには、やっぱり過疎債です。一般のほうで過疎債のほう使っているから、こちらのほうは使えないというふうな理由も分かるんですけれども、水道事業は、やはり命に関わる事業だというふうに言われるぐらい大切な事業ですので、やはり農業集落排水ですと40％ですか、45％、そうすれば、55％が町負担になるわけですよね。結局、今回は小さいですから、そんなに負担額も大きいという形にはならないのかもしれませんけれども、やはり今後どうなっていくのかは、これから町の公営企業になれば、なかなか難しくなってくるのかなとは思うんですけれども、やはりそういうところの調整というのは、うまくやっていただかないと、ちょっと厳しくなるのかなと思うので、そこはひとつお願いしたいと思います。

○議長　　総務課長。
○総務課長　　一般会計ですと、こういった特別交付税、算入されるものというのが、いわゆる過疎債が一番大きくて、そのほかですと、なかなか交付税算入率の高いものというものは、事業が列挙されておりますので、該当するものがないというところであります。
　　ただ、公営企業につきましては、こういった公営企業債というものがあらかじめ用意されておりまして、交付税算入率、一般会計のものよりも有利であるというところから、こちらのほうで措置したという内容でございますので、今後、財政運営上、町の負担を減らすという意味では、まず第一に過疎債を優先的にというところから、算入率等も計算しながら、起債の配分につきましては考慮していきたいというふうに考えております。
○議長　　ほかに質疑ありませんか。
　　　　　　　　　　（質疑なし）

○議長　　質疑なしと認めます。

　　討論に入ります。討論ありませんか。

　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論を終わります。
　　これより、議案第48号、令和５年度三島町農業集落排水事業特別会計補正予算を採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。
　　よって、議案第48号は、原案のとおり可決されました。
　　　　　　　　　　◎議案第49号の審議（説明・質疑・討論・採決）

○議長　　日程第５、議案第49号、令和５年度三島町介護保険特別会計補正予算を議題といたします。
　　説明を求めます。町民課長。

　　　　　　　　　　（町民課長、議案書により説明）

○議長　　説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

　　　　　　　　　　（質疑なし）

○議長　　質疑なしと認めます。

　　討論に入ります。討論ありませんか。

　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論を終わります。
　　これより、議案第49号、令和５年度三島町介護保険特別会計補正予算を採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。
　　よって、議案第49号は、原案のとおり可決されました。
　　　　　　　　　　◎散会

○議長　　以上で、本日の日程は全部終了いたしました。

　　本日はこれにて散会いたします。
　　ご苦労さまでした。

（午前１０時４８分）
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